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編 集 発 行 未来検討会

第 号

発行責任者 伊藤　政敏

居合道五段以下審査会 　３１名受審

一級合格者：１０名

初段合格者

居合道七段・六段 審査合格証書伝達式（２月１４日：新治トレーニングセンター）

令和 ７年１１月３０日東京都で行われた七段・六段審査合格者の証書伝達式は、２月１４日居合道の合同

稽古会場に於いて、平野政弘 居合道部長から伝達されました。

七段 六段

篠崎  淳 片山 富美子 戸井崎 寛一 関  修一 大森 通明 武井 幸三

居合道部未来検討会組織Gr

令和 ８年４月１５日（水）

　
令
和
八
年
度
最
初
の
事
業
で
あ

る
春
季
審
査
は

、
桜
が
七
分
咲
き

の
水
郷
体
育
館
に
三
十
一
名
の
受

審
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
昨
年

は
四
月
が
三
十
一
名

、
九
月
が
三

十
六
名
と
毎
回
三
十
名
を
超
え
て

い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す

。

　
初
め
に
山
﨑
明
正
審
査
委
員
長

の
審
査
に
於
け
る
諸
注
意
及
び
指

定
技
の
発
表
が
行
わ
れ
審
査
が
開

始
さ
れ
ま
し
た

。

　
今
回
も
前
回
の
一
級
合
格
者
の

ほ
と
ん
ど
が
初
段
を
受
審
し

、
初

段
合
格
者
の
ほ
と
ん
ど
が
二
段
を

受
審
し
て
い
ま
す

。

　
新
ら
し
く
居
合
道
を
始
め
た

方
々
が
継
続
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に

、
工
夫
と
努
力
を
さ
れ
て

 
居
合
道
五
段
以
下
審
査
会
・
年
次
総
会
　
四
月
五
日

（
日

）

お
ら
れ
る
支
部
指
導
者
の
皆
様
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

　
午
後
は

、
同
会
場
で
年
次
総
会
を
行

い
ま
し
た

。
初
め
に
平
野
政
弘
部
長
か

ら
昨
年
六
月
の
全
剣
連
の
七
段
六
段
審

査
会
及
び
中
央
・
地
区
講
習
会
が
居
合

道
部
係
員
の
準
備
を
含
め
た
数
日
間
の

ご
協
力
に
対
し
感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た

。
七
年
度
の
報
告
に
続
き
八
年
度

の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
本

年
度
の
事
業
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た

。

　
今
年
の
総
会
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
は

、
今

年
の
二
月
に
全
員
に
配
布
し
ま
し
た

『
居
合
道
Q
&
A

』
の
冊
子
で
す

。
こ

れ
は
新
し
く
居
合
道
を
始
め
た
人
に

知

っ
て
欲
し
い
こ
と
を
支
部
代
表
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
未
来
検
討
会
で
検

討
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す

。
ご
活
用

お
願
い
し
ま
す

。
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居合道部だより
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二段合格者

＜茨城県 居合道審査 合格者＞

一級 桐原 彪瑠 遠山 泰生 服部 亮汰

藤井 泰陽 細田 圭佑 関 真奈美

小松 保彦 高野 義一 髙橋　淳

中山 弘治

初段 斎藤　巽 長谷川裕介 飯島清美子

山室 真澄

三段合格者

二段 武岡 正悟 髙橋　諒 田中 良平

田中 唯之 磯部 雄司

三段 飯塚 有紀

四段 足立 郁也 倉持　昇 伊藤 賢次

野村　操

五段 NAGAI LOURENCAO  GIL VICENTE 富澤 郁江

四段合格者 古谷 武士 日髙 祥勝

水　戸 上田　忠夫 黒澤　弘樹

土　浦 塚本　哲也 佐藤　吉典

鹿　行 小林　忠雄 齋藤　健一

石　岡 磯目　一路 秋山　桂一

古　河 伊藤　政敏 早瀬 由美子

下　妻 山﨑　明正 石塚　政弘

五段合格者 笠　間 北中 　勇 大嶋　元則

筑　西 島村　信之 同　左

市村　文康 市村　國子

日　立 平野　政弘 鈴木　悠一

北茨城 篠原　武司 同　左

取　手 石井　貴和 千葉　伸樹

城　里 柳橋　 守 小山　映一

内　原 浅野　 健 佐藤　正芳

桜井　隆士 同　左

三　和 関 　展秀 同　左

常陸太田 石田　一男 岩間　正典

守　谷 古谷 　勲 古谷　武士

鹿　島 若栗　康男 宮本　尚朋

支部代表者・事務担当者　2026年4月

かすみがうら

支部名 支部代表者

ひたちなか

事務担当者


